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1 はじめに
近年、超短パルスレーザーを用いた全光型磁化反転（AOS）が、磁化反転がピコ秒以内で完了する点、低消費エネル

ギーである点などから、現象発見以来注目されてきた 1)。AOSにより生じる磁区サイズと試料膜厚や照射レーザー強
度との関係については、磁気光学イメージングを用いた研究が進められている 2) 一方で、AOSのデバイス応用に向け
た光磁気スイッチングの電気的定量的検出が望まれている。本研究では、微細素子構造を有する GdFeCoフェリ磁性
体において、レーザーパルス列により誘起された交番的 AOSを異常ホール効果を利用して電気的に検出した。
2 実験方法

Si 基板上に SiN(10 nm)/Gd23FeCo(20 nm)/SiN(100 nm) からなる RE–TM フェリ磁性体薄膜をスパッタリング法に
より作成した。電子線リソグラフィー装置を用いて、幅 50 µm、長さ 800 µmのホールバー形状に加工した。試料に定
電流源および電圧計を接続し、波長 800 nm、パルス幅 35 fs、繰り返し周波数 0.25 Hzのレーザーパルス列を試料に照
射することで生じた磁化状態の交番的変化を、異常ホール効果を利用して電圧として測定した。
3 結果および考察

Fig. 1に無磁場下でのレーザーパルス列照射中の異常ホール電圧 VH の時間変化および磁気光学像の一部を示す。膜
面垂直方向に飽和した試料に時間 t = 0で最初の単一レーザーパルスが照射され、VH が H状態から L状態へと急峻に
変化した。これと同時に磁気光学像のホールバー中心部が淡灰色から濃灰色に変化した。そして、次の単一レーザーパ
ルス照射により VH が L状態から H状態に急峻に変化すると同時に、ホールバー中心部において磁化が再度反転した。
以後、レーザーパルスが照射される毎にこれら一連の変化が H状態と L状態の二状態間で繰り返し生じた。以上の結
果から、VH の急峻な変化は、GdFeCoにおいてレーザーパルス列の照射によって生じた交番的 AOSを電気的に検出し
たものであると考えられる。
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Fig. 1 (a) Time variation of anomalous Hall voltage and typical MOKE image of samples (b) before and (c) after irradia-
tion.
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